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	既存文献等により、可能性のある低炭素舗装技術を抽出した結果を表-1に示す。低燃費舗装技術やバイオ技術等、新たに追加した技術を※印で示している。
	表-1　低炭素舗装技術の整理
	低燃費舗装は、舗装の転がり抵抗を改善することによって自動車由来の排出ガス低減に寄与する舗装技術である。カナダおよび日本で舗装の種類を変えて走行実験を行い、コンクリート舗装は剛性が高いことから、転がり抵抗が低いと報告されている2),3)。
	バイオ技術は、植物由来の原料で製造されたバイオバインダ4),5)やバイオマス燃料6)を用いるもので、カーボンニュートラルにより素材の製造に係るCO2排出量は積算しない。ただし、製造・輸送の過程で燃料を使えばその排出量を考慮する必要がある。アスファルト混合物の製造時にバイオ燃料をカロリー比で90%使用した場合、通常の燃料であるA重油を用いた場合と比較してCO2を約80%削減すると報告6)されている。
	海外における中温化技術（弱加熱技術も含む）の整理結果を表-2に示す。
	表-2　海外の中温化技術の開発状況
	様々な技術・添加剤が開発・実用化されているが、欧米では中温化技術を以下に分類している。
	a．Chemical Processes（化学系添加剤）
	b．Forming Processes（発泡技術）
	c．Organic Additives（有機系添加物）
	一方、わが国の中温化技術の分類は、環境舗装ガイドでは以下のとおりとしている。
	A1．発泡剤（添加剤）を利用するもの
	B1．フォームド技術（機械）を利用するもの
	C1．アスファルト被膜の粘度を調整するもの
	また、道路建設業協会資料9)では以下としている。環境舗装ガイドが平成21年に発刊されたのに対して、道路建設業協会資料は平成22年に発刊されていることから、現在はこの分類が日本で一般的に用いられている。
	A2．発泡系
	B2．粘弾性調整系
	C2．滑剤系
	A1およびB1がA2に統合され、C2が新たに分類された。欧米では主に材料で分類しているのに対し、日本は機能・作用で分類している。
	次に、表-2に示す技術の出荷量として、a.化学系添加剤は多いもので750万トン、c.有機系添加物では1,000万トンの実績がある。日本では、各技術の出荷量は公表されていないが実績を合計すると450件300万m2程度9)であり、舗装厚を5cmと仮定すれば約35万トンと推定される。国内の加熱アスファルト混合物の出荷量は年間約5千万トンであることからも中温化技術はまだ使用量は少ない。中温化技術はグリーン購入法の調達品目に指定されたことから、今後、広く普及する可能性がある。
	一方、表-2に示す技術の名称数ではb. 発泡技術が非常に多くなっている。これは主に米国において、ランニングコストのかかるa，cの技術よりも、主に設備投資だけで済むbの技術が好まれた結果と考えられる。このため、米国では中温化混合物の価格は通常の加熱アスファルト混合物と同等に抑えられており、注目すべき点である。

